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整理番号 6　31 氏　名 仲山　貴永
論文審査委員
（学位論文審査の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600字以内で作成のこと。）
欧米では前癌病変とされる胃粘膜内分化型腺癌は、日本では積極的な治療の対象となってい
る。早期癌と進行癌が系譜上の連続性があるかは不明であり、この点を調べるため分化型腺癌
26例を用いて、染色体CGH、arrayCGH、TP53変異解析を行い以下の点を明らかにした。
1）arrayCGHの結果では、粘膜内癌で13例中9例にMYC－かつTP53＋の低悪性度のパター
ンを、3例にMYC十かつ／またはTP53－の高悪性度のパターンを確認できた。
2）進行癌の浸潤病変では、6例中5例にMYC十かつ／またはTP53－の高悪性度のパターンを
確認できた。
3）進行癌の真の初期病変と考えられる成分は、MYC＋かつ／またはTP53－の高悪性度のパター
ンと想像された。
4）粘膜内癌11例中1例、粘膜下層浸潤癌3例中2例、進行癌6例中4例でTP53のヘミ接
合体変異を確認できた。
5）分化型胃癌では、早期癌と進行癌との系譜上の連続性は予想以上に乏しいことが示唆され
た。
6）MYC－かつTP53十は低悪性度腫瘍のマーカーとして、MYC＋かつ／またはTP53－は高悪性
度腫瘍のマーカーとして利用できる可能性がある。
本論文は胃分化型腺癌の系譜について新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文
内容に関連した試問を受け、博士（医学）の学位論文に値するものと認められた。
（総字数569字）
（平成22年9月3日）
